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SUPER GT 第8戦 モビリティリゾートもてぎ

11月2日 天候：曇り コースコンディション：ドライ

SUPER GT MOTEGI 300km RACE GRAND FINAL が11月1日・2日に栃木県・モビリティリゾートもてぎで開催された。全8戦で
行われている2025年シーズンの同シリーズも、このレースが最終戦となる。
11月2日はウォームアップ走行と決勝が行われた。前日よりは雲が多いものの青空も見え、安定したドライコンディションの中で、すべてのス

ケジュールが消化された。11時30分から20分間行われたウォームアップ走行では、最初にベルトラン・バゲット選手がドライブ。計測2周目に
1分40秒210でトップに立ち、さらに3周目には1分38秒223のタイムでトップを更新した。その後、平峰一貴選手が乗り込み、2周目に1分
39秒950を記録してチェッカー。このセッションはトップで終えた。
13時のパレードラップスタートに続き、フォーメーションラップを経てレースがスタート。バゲット選手は得意のダッシュを見せ、1コーナーを3番手

で通過。さらに1台をパスして、2番手でメインスタンド前に戻ってきた。その後も安定したペースで2位を走行し、ハイペースでラップを重ねる。
22周目にピットインし、平峰選手がドライブしてコースへ復帰。この時点で平峰選手は12位だったが、ここから着実にポジションを上げていき、
38周目にトップ車両がピットインしたことで2位に浮上した。終盤、平峰選手はトップを走る#1（TGR TEAM au TOM’S）に迫るペースで
猛追。何度も仕掛けて前に出ようとトライしたが、惜しくもオーバーテイクはならず、わずか0.254秒差で2位チェッカーとなった。しかしレース後
の車検で不合格となり、失格となってしまった。

【 コメント 】
■TRS IMPUL with SDG 平峰一貴選手
昨日出ていた問題も今朝には解消できていて、バゲットさんもウォームアップ走行から戻ってきて「クルマがすごく良い状態になっている」と言っ
ていたので、決勝でも自信を持って乗り込みました。実際にクルマの状態はとても良く、積極的に攻めていきました。なんとかトップに出ようと
プッシュしましたが、もう少し届きませんでしたね。うしろから#23が来ていて、3台でのトップ争いという形になりましたが、自分はトップに出る
ためにプッシュしましたし、当然うしろにも隙を見せないように、自信を持って攻め続けました。相手のクルマに誰が乗っていようが、絶対に自
分のポジションを譲らないという気持ちで攻めました。この週末はチームが素晴らしい仕事をしてくれて、自分たちの走りを強力に支えてくれま
した。車検落ちは残念なことですが、誰かに責任があるわけではありません。もちろんルールあってのスポーツですから良いことではないですが、
リアのスキッドに関してはどうしようもない部分もありますし、これもレースの一部だと思います。素晴らしい戦いができたので、その自信を胸に、
来年もチームと共に戦っていきたいと思います。

■TRS IMPUL with SDG ベルトラン・バゲット選手
朝のウォームアップ走行を走り出してすぐ、エンジンとクルマのセットアップの両面で本当に良い方向に仕上がっていることを感じました。クルマ
のフィーリングはすごく良く、安定していてまったく問題もなく、レースに向けて自信を持てる状態でした。レース序盤のコーナーを抜けた後、ポ
ジションを上げて2番手まで来たときはとてもエキサイティングでした。いいスタートが切れたと思います。1コーナーでは#23の外側から仕掛け
てオーバーテイク。そのあと、目の前の#1と#38がかなり激しくバトルしていて、#38が少しワイドに膨らんだところで抜くことができました。その
後は少し難しい状況でした。タイヤをケアしなければいけないと分かっていたので、ペースを抑えながら走行。数周後にはフロント左タイヤの
摩耗が進み、グレイニング（ささくれ摩耗）が出てきていました。できる限りタイヤをマネージしようと努めましたが、それでも終盤のペースは悪
くありませんでした。その状態でも2番手でクルマをカズキに渡すことができたので、とても満足しています。いいバトルができたし、楽しかったで
す。ありがとう。

■TRS IMPUL with SDG 星野一樹監督
結果的にはレース後の車検に落ちてしまい、それは本当に残念ですが、二人のドライバーもチームも素晴らしい仕事をして、最終戦でこれ
だけの結果を出し、いいバトルも見せてくれました。本当に自分たちは良い戦いができたと感じていますし、チームを誇りに思います。今回の
件は性能に関係のないリア側のスキッドによるもので、コースアウトからコースに戻る際や、縁石に乗ったことでスキッドが擦れてしまい、規定
値を超えてしまったのだと思います。性能に関わるのはフロント側のスキッドなので、車高を攻め過ぎたということではありません。数字は数字
なので非常に残念ですが、仕方がありません。今回のレースで自分たちは、本当に“戦う力”を示せたと思いますし、その強さを見せられたこ
とを誇りに思います。今シーズンも1年、多くの方々に応援いただき、戦うことが出来ました。ありがとうございます。最終戦で2位表彰台に上
がり、そのままの結果を皆さまに報告できれば良かったのですが、そこは本当に申し訳なく思います。2位でゴールできたこの勢いをさらに力強
いものとし、来シーズンも戦います。ありがとうございました。
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